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要約
水分ストレスのもとでは， トマトの糖度が上昇することはよく知られている。本研究では，場化ナト






It is well known that the Brix values of tomatoes increase under water-stressed conditions. 1n 
this study， the water str凋essedcondition is caused by irrigation of N aCl solution. Concentration of 
400， 800， 1200 and 1600 ppm were used. At the blocks of 1600ppm， tomatoes withered. 
As the concentrations increased， the Brix values becal1e higher， but the weight of the tomatoes 
decreased. The wa ter‘potential of the leaves decreased and the osol1otic potential increased as the 

































































ら、 1992;伊藤・河合、 1994;鴨司、 1993;木村、
1993 ;元木ら、 1994;大石、 1995f ;大竹ら、




















ようになった (Gomezet al， 1992; Nukaya et al 
1997)。近年の研究では，塩分による収量低下と糖
度上昇の関係についての内容が多くみられる
(Gomez et al， 1992; Mitchell et al， 1991; Mizra-







1993 ;小林、 1993:糟谷、 1992;大石、 1995a， 


































































値が約3.5，3.8， 4.0， 4.1に相当する NaCl濃度す
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分量は護素 (N)-0.25 g， リン酸 (P205) …0.25 
g，カリ (K20)-0.25gを全層施用した。また追
肥として，生育初期の段階では， 2週間に一度 1


























?? ? ? ? ? ?
2 
1.8 l 
97/10/02 97/10/04 97/10/06 97/10/08 97/10/10 97/10/12 




実験区 かんがい水の海濃度 かんがい基準 水ポテンシャル測定値
積算蒸発長lOmmに達し
対 象 区 Oppm たとき排水するまで充 pFl.9~2.2 
分にかんがいする
積算蒸発量lOmmに達し
かんがい制限区 Oppm たときlOmmかんがいす pF3.0~3.5 
る
400ppm区 400ppm pF3.5~3.9 
800ppm区 800ppm 7臼間ごとに pF3.7~3.9 
1200ppm区 1200ppm かんがいする pF3.8~3.9 
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ppm区を除いて有意差がみられた。 Clでは， 400 
ppm区と800ppm区， 800ppm区と1200ppm区を
除いては有意差がみられた。







Mg， Caをアニオンでは， NOz， Br， N03， 
P04， S04の量を測定した。この中から水分ストレ
スとの間に相関関係がみられたものは，相関係数


















(1) 塩水かんがい症の塩分濃度を， 400ppm， 800 
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